
　

竹
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
男
子
）が
、

1
月
に
開
催
さ
れ
た
県
大
会
で
準
優
勝
を
果
た
し
、

３
月
27
日
、千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る「
第
38
回
全
国

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」（
出
場
チ
ー
ム　

男
子

48
チ
ー
ム
）に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

但
馬
地
区
の
男
子
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
す

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
保

護
者
や
地
域
の
応
援
団
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。同
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
向
井
惇じ

ゅ
ん
や也
く
ん（
竹

野
小
６
年
）は「
全
国
大
会
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

出
場
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
練
習
に
励
み
ま
す
」。

市
民
の
皆
さ
ん
、
初
の
大
舞
台
に
立
つ
子
ど
も
た
ち

に
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

城
崎
町
湯
島
財
産
区
で
は
、
市
民
の
福
祉
増
進
と

地
域
間
交
流
の
推
進
を
図
る
た
め
、
4
月
か
ら
、
新

た
に
城
崎
温
泉
外
湯
を
対
象
と
し
た
割
引
市
民
入
浴

券
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
は
、城
崎
地
域
の
住
民
を
除
く
豊
岡
市
民
で
、

本
券
を
使
用
す
れ
ば
御
所
の
湯
・
さ
と
の
湯
・
一
の

湯
・
地
蔵
湯
・
鴻
の
湯
・
ま
ん
だ
ら
湯
・
柳
湯
が
、

大
人
（
中
学
生
以
上
）4
0
0
円
、
子
ど
も
（
5
歳

～
小
学
生
）2
0
0
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

本
券
は
、4
月
2
日
㈪
か
ら
城
崎
総
合
支
所
温
泉

課（
さ
と
の
湯
事
務
所
）
で
販
売
さ
れ
ま
す
（
10
枚

綴
り
の
一
括
販
売
、
購
入
の
際
に
は
個
人
ご
と
に
免

許
証
、
保
険
証
な
ど
身
分
を
証
明
す
る
も
の
が
必

要
）。
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　

演
劇
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
基
礎
と
舞
台
実
習
を
経

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
上
演
に
取
り
組
む
、
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
の
市
民
参
加
創
造
事
業
で
す
。

　

今
回
で
3
回
目
と
な
る
本
企
画
は
、「
陸
尽
海
始
」

～
こ
こ
に
陸
つ
き
海
は
じ
ま
る
～
と
題
し
た
演
劇
が
行

わ
れ
る
予
定
で
、
幕
末
に
国
を
想
う
志
士
た
ち
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
練
習
会

場
の
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
3
月
24
・
25
日
の
公
演

に
向
け
、
舞
台
稽
古
に
も
熱
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

出
演
者
の
石
森
良
二
さ
ん
（
下
陰
地
区
）
は
、「
感

動
を
与
え
ら
れ
る
演
劇
が
で
き
る
よ
う
必
死
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

こ
の
市
民
手
づ
く
り
の
演
劇
を
生
で
観
賞
し
て
く
だ

さ
い
。

城
崎
町
湯
島
財
産
区

4
月
か
ら
城
崎
温
泉
外
湯
の

割
引
市
民
入
浴
券
を
発
行

城 崎城 崎

竹
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
県
大
会
で
準
優
勝

但
馬
初
の
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得

竹 野竹 野

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
�
�
�
�
�
ク
ト
�
ー

�
�
�
�
�
ク
ト
�
ー

�
�
�
�
ク
ト
�
ー

近
づ
く
本
公
演舞

台
稽
古
に
熱

豊 岡豊 岡

▲������������������������������������������
泉の外湯。特に�御所の湯とさとの湯はこの�
を��す�と��料�半額にな�

▲全国大会出場という但馬初の快挙を果たした竹野ミニ
バスケットボールクラブのメンバー

▲張り詰めた緊張感の中�進め�れ�舞台稽古。出
演者たちの気持ち�伝わってく�
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2
月
11
日
、
但
東
町
小お

だ
に谷

地
区
で
同
地
区
の
営
農

組
合
が
地
元
の
親
子
16
人
を
招
待
し
、
炭
焼
き
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
昨
年
8
月
に
間
伐
材
の
有
効

活
用
の
た
め
に
造
っ
た
炭
焼
き
釜
（
直
径
約
2
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
約
1
・
3
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
）
を
、
を
、、

地
元
住
民
に
も
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

当
日
、
参
加
者
は
炭
の
作
り
方
を
学
ん
だ
後
、
長

さ
約
1
メ
ー
ト
ル
の
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
原
木
を
釜
の
中

に
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
み
、火
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

4
日
後
に
は
、
窯
出
し
が
行
わ
れ
、
立
派
に
で
き

上
が
っ
た
炭
が
参
加
者
に
こ
と
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
月
4
日
、
出
石
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
、
第
1
回
出
石
地
域
親
善
綱
引
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

旧
出
石
町
時
代
か
ら
数
え
て
21
回
目
と
な
る
今
大

会
に
は
、
4
部
門
に
地
域
や
職
場
の
仲
間
な
ど
で
結

成
さ
れ
た
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
盛
大
な
歓
声
が
送
ら
れ
る
中
、
各
チ
ー

ム
は
、
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
よ
う
と
、
心

を
一
つ
に
し
て
綱
を
引
っ
張
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
真

剣
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
男
子
の
部
、
女
子
の
部
は
伊
豆
チ
ー

ム
、
混
合
の
部
は
宮
内
チ
ー
ム
、
小
学
生
の
部
は
寺

坂
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

２
月
３
・
４
日
の
２
日
間
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
実
技
講
習
会
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
者
に
は
強
豪
の
園
田
学
園
女
子
大
学
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
初
日
は
、
小
・
中
学

生
を
対
象
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ゴ
ロ
捕
球
を
的
確
に

行
う
た
め
の
体
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
実
技
講
習
が
、

２
日
目
は
、
高
校
生
・
一
般
の
方
を
対
象
に
、
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、
ノ
ッ
ク
の
実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
に
参
加
し
た
西
岡
由
貴
さ
ん
（
日
高
東
中
２

年
）
は
、「
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
練
習
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
の
練

習
に
生
か
す
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
満
足
そ
う
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

炭
焼
き
体
験

こ
う
や
っ
て炭

が
で
き
る
ん
だ

但 東但 東

ソ
�
ト
ボ
ー
ル
ク
�
ニ
ッ
ク

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指
導
に

大
満
足

日 高日 高

第
１
回
出
石
地
域
親
善
綱
引
大
会

腰
を
落
と
し
て

よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！

出 石出 石

▲参加者に原木�炭にな�ま�の工程を説明す�小谷営
農組合長の坂岡政昭さん

▲園田学園女子大学ソフトボール部の練習方法を�を�
験した参加者たちは������くりの大�さを参加者たちは������くりの大�さをは������くりの大�さを�����くりの大�さをの大�さを大�さをさを
学んだ

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係までご連絡ください。

▲大観衆の中�一生懸命に綱を�っ張�参加�ー���参加�ー����ー���
合の部）
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